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1．はじめに

　2011 年から小学校外国語活動が必修になり、
全国の公立小学校において 5・6 年生を対象に年
間 35 時間の外国語活動が実施されている。「英語
ノート」や「Hi, friends !」を中心に活動が行わ
れているが、児童がある程度まとまりのある英語
を聞き、英語の音声的特徴や異文化にふれること
のできる活動として、絵本の読み聞かせの導入が
進んでいる。
　本学では、中学校・高等学校教員（英語）の免
許資格の取得が可能であるが、2014 年度にこど
もコミュニケーション学科が開設され、幼稚園教
員免許資格の取得が可能となり、これを機に、英
語教育の早期化傾向や学生のニーズを鑑み、英語
絵 本 に 慣 れ 親 し む こ と 目 的 と し た 科 目「LR 
Reading I」および英語絵本の読み聞かせを目的
とした「LR Reading II」を開講した。英語絵本
は、基礎的な英語表現の宝庫であり、また、読み
聞かせをとおして音素の発音、弱形、音声変化、
強勢、リズム、イントネーションなどの英語の音
声体系を体得するのに優れており、リーディング

能力の基礎となる音読力を高めるのに効果的であ
る。また、読み手として絵本に対する理解を高め、
その絵本を聞き手に思いが伝わるように読む行動
は、スピーキングの土台をつくるのに役立つだけ
でなく、音声コミュニケーションを楽しみ、易し
い英語で理解させることのできる英語使用能力を
もつ英語教員や指導者を育てるのに有効な活動と
なるのではないだろうか。
　読み聞かせの魅力は、読み聞かせの体験を通し
て初めてそのよさがわかるという（笹倉、1999）。
本稿では、読み聞かせの経験のない学生が英語絵
本の読み聞かせを体験してその体験をどのように
捉えたのか、英語絵本を読むことへの好意度、英
語絵本の読み聞かせに対する態度、読み聞かせの
技能に関するその重要性の認識の観点から考察を
行う。本稿は、本学での教員養成課程における英
語絵本の読み聞かせの意義を明確にするためのパ
イロットスタディとして位置づけ、英語教育にお
ける英語絵本の読み聞かせ体験の有効性を検討す
ることを目的とする。

2．絵本の読み聞かせに関する研究

　母語である日本語による読み聞かせに関して* 江戸川大学

英語絵本の読み聞かせに対する学生の態度
―教員養成課程における試み―

 城　一　道　子 *

要　約

　本稿は、英語教育における英語絵本の読み聞かせ体験の有効性を検討することをその目的とし、読み聞かせの
経験のない幼児教育・保育専攻学生に、クラスメートの前で英語絵本の読み聞かせを行うという体験をさせ、学
生がその体験をどのように捉えたのか、アンケートによる量的データと自由記述による質的データをもとに分
析・考察を行った。読み聞かせ体験をとおして、英語絵本の読み聞かせに対する肯定的な態度が形成されたこと、
読み聞かせの技能に関してその重要性の認識がもたらされたこと、また、読み聞かせが学生の読み聞かせ行動に
影響を与えることについて述べる。
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は、保育の教育と心理学的研究の領域で、絵本、
聞き手、読み手などの観点から多くの研究が行わ
れている。読み手に関しては、心理学的研究では、
読み聞かせの技法としての発声、表現力、本の提
示の仕方、絵本についての読み手自身の内容把握
の程度、子どもの発達や行動特徴についての理解
などの観点から、子どもに及ぼす影響についての
研究が多い（今井・中村、1993；中村、1991）。
また、保育の教育の領域では、読み手である保育
者の、意志や読み聞かせの捉え方、読み聞かせ行
動を検討した研究、読み手の経験年数の違いを検
討した研究など、読み手がいかに子どもの物語理
解に貢献できるかという観点からの研究が中心で
ある（玉瀬、2012）。
　これに対し、玉瀬（2012）は、読み聞かせによっ
て影響を受けるのは聞き手としての子どもたちだ
けでなく、読み手自身も読み聞かせ行動をとるこ
とによって何らかの影響を受けているのではない
かと、幼児保育専攻学生を対象に授業中にクラス
メートの前で絵本を読み聞かせるという経験をさ
せ、その結果、読み聞かせを経験することで学生
の読み聞かせへの好意度が高まること、また、読
み聞かせの前後をとおして「声の大きさ・明瞭
さ」「速さ（スピード）」「感情をこめる」「会話の
工夫・声を変える」という読み聞かせの技能につ
いてその重要性が認識されたことを報告してい
る。
　外国語である英語での絵本の読み聞かせに関し
ては、小玉他（2014）は、5 回の公開講座「英語
で読書：絵本の読み聞かせに挑戦」において、中
学生や成人を対象に英語絵本の読み聞かせの実践
を行っている。成人の参加者は、長期の英語学習
歴を持つ人や子ども向けに英語を教えた経験のあ
る人、久しぶりに英語を聞いたり読んだりすると
いう人たちであるが、「声を出すこと」を楽しみ、
だんだん「読み聞かせ」が楽しくなってきたこと
が報告されている。竹下他（2006）では、子ども
を対象とする英語指導者の育成の試みにおいて、

「英語と子どもが好き」「教育にも関心がある」と
いう学生に学生同士読み聞かせを体験させ、表情

や話し方の工夫、発音のむずかしさ、ページのめ
くり方など読み聞かせの技法への意識が高まった
こと、一緒に楽しむことの重要性に気づいたこと
などが報告されている。

3．方　法

3.1　対象者と授業内容

　対象者は、本学のこどもコミュニケーション学
科の前期英語必修科目である「LR Reading I」を
受講した幼児教育・保育専攻の 1 年生である。
　「LR Reading I」は、英語絵本になじみのない
学生に英語絵本に親しませることを目的とし、絵
本や児童用図書を含む英語多読用図書が約 3,000
冊備えられている図書館の一室で、英語絵本や子
ども向けの図書の中から学生が自由に読みたい本
を選び、自分のペースで読む pleasure reading を
中心とした授業であるが、授業期間中に、学生に、
5 人ずつのグループで各自好きな絵本をクラス
メートの前で読むという読み聞かせを 2 回体験さ
せた。英語を声に出して読むことに苦手意識をも
つ学生も少なからずいるので、希望者を対象に、
別室で発音、ストレス、イントネーションなどの
音声指導や、必要に応じて、音読の個別指導を
行ったが、望ましい読み聞かせの技能に関する説
明や指導は特に行っていない。

3.2　データ収集・分析の方法

　アンケートによる量的データと自由記述による
質的データを収集し、分析を行った。アンケート
調査は授業最終日の 7 月 24 日に実施し、あらか
じめ設定した質問項目（表 1 参照）に項目ごとに

「よく当てはまる」から「当てはまらない」まで
5 段階で評定を求め、評定値ごとに回答した割合
および数値化した評定の平均値および標準偏差

（SD）を算出した（対象者 33 名）。
　記述データは、6 月 26 日および 7 月 17 日に実
施した読み聞かせ直後に「できたこと、できな
かったこと、できるようになりたいこと」を書く
ように指示した振り返りシート（6 月 26 日分は
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記述データ①、7 月 17 日分は記述データ②）、お
よび 400～600 語程度で授業の振り返りをまとめ
るようあらかじめ指示し、授業最終日の 7 月 24
日に回収したレポート（記述データ③）から収集
した。記述データ①の対象者は 34 名、記述デー
タ②は 27 名、記述データ③は 32 名である。
　全記述は生データとして、まず、記述データご
とにそのままエクセルシートに入力した。佐藤

（2008）の質的データ分析法を参考に、記述デー
タに「コード」（小見出し）をつけていき、その後、
エクセルシートの 1 列目に事例番号、1 行目に
コードにつけたラベル名を入れ、記述データから
切り出した文書セグメントをそのまま、あるいは
長い場合は要約して、コードごとに貼り付け、各
記述データについて「事例― コード・マトリッ
クス」を作成し、データベース化した。佐藤

（2008）によれば、このようなデータ・マトリッ
クスを作成してみることは、質的データ分析の中
間段階において、それぞれの事例の個別性や具体
性に対して配慮しつつ、かつ、事例の特殊性を超
えた一般的なパターンやある種の規則性を見出し
ていくうえで有効な作業になるという。
　記述データ①および②には、読み聞かせ技能に
かかわるコード―「はっきり・大きな声で読む」

「スラスラ読む」「ゆっくり・間を取って読む」「感
情（気持ち）を込めて読む」「発音に注意し抑揚
をつけて読む」「聞き手を意識して・目を見て読
む」「本の持ち方やページのめくり方」「内容理 
解」―を割り当て、これらのコードは読み聞かせ
技能の認識について分析・考察する際に用いた。
記述データ③では、絵本の読み聞かせに関する先
行研究を参考に、受講生の英語絵本に対する好意
度や英語絵本の読み聞かせに対する態度を理解す
るうえでカギとなる中核的な概念カテゴリーとし
てのコード―「英語絵本への興味」「英語絵本の
読みやすさ・取り組みやすさ」「英語絵本と英語
学習」「読み聞かせ技能」「読み聞かせへの態 
度」―を選び出し、これらのコード下の事例を中
心に英語絵本の読み聞かせに対する態度形成につ
いて考察した。記述データ①、②および③の「事

例― コード・マトリックス」は、そのディスプ
レイの一部を資料 1、2 および 3 として示す。
　記述データの分析に関しては、妥当性、信頼性
を確保するためにデータの意味解釈において第三
者を交えて検討を行うべきであるが、今回の調査
は今後の研究の示唆を得るための事前調査である
ことから、筆者一人でデータの意味解釈を行っ
た。

4．結果と考察

　以下、上記アンケートの調査結果および記述
データをもとに、英語絵本の読み聞かせに対し体
験をとおしてどのような態度が形成されたのか、
英語絵本を読むことおよび読み聞かせへの好意
度、読み聞かせへの肯定的な態度形成の要因、読
み聞かせにかかわる技能の重要性の認識の観点か
ら、考察を述べる。本稿において、「態度」とは、
人のものの見方、考え方、行い方の傾向であり、
知識、理解、思考力を実際に発動させようとする
傾向と定義する（玉瀬、2012）。

4.1	 英語絵本を読むこと・読み聞かせへの好	
意度

　アンケート調査結果は表 1 に示すとおりであ
る。これによると、受講生のうち 90.9%（割合は

「よく当てはまる」と「当てはまる」の合計。以
下同じ。）が「英語絵本を読むのは楽しい」（項目
7）と感じている。「英語絵本を読むことに意欲的
に取り組めた」（項目 6）は 87.9％、「英語絵本は
今後も読みたい」（項目 16）は 87.9％で、英語絵
本を読むことに対する好意度は高い。また、半期
という短い期間に、「英文を読む速さが速くなっ
た」（項目 10）、「知らない単語があっても文脈か
ら推測しながら読むことができるようになった」

（項目 11）、「語彙が増えた」（項目 12）の平均評
定はいずれも 4.0 ～4.2 で、英語で読むことに有
能感（1）が感じられている。事前の調査（2）では「英
語 が 好 き 」 と い う 割 合 は 24.2% で あ っ た が、
72.8% の受講生が「英語を読むことに対する抵抗
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感が以前より減った」（項目 13）と回答しており、
また、「絵本を読むことをとおして英語学習が楽
しいと感じた」（項目 14）「英語絵本を読むのは
英語を学ぶのによい方法の一つであると思う」（項
目 15）と回答している割合は、それぞれ、84.9 
％、87.9％を占め、英語で絵本を読むことが英語
学習として肯定的に捉えられている。
　「声を出して読むこと（音読）は好きである」（項
目 2）という割合は 42.4%、「どちらでもない」と
いう割合は 33.3% で、音読に対する好意度は高い
とは言えないが、読み聞かせに関しては、「英語
絵本の読み聞かせは楽しい」（項目 8）、「英語絵
本の読み聞かせが上手になりたい」（項目 9）は、
それぞれ、75.8%、78.8% を占め、音読に比べ、
肯定的に捉えられている。注目したいのは、「英
語を声に出して読めるようになりたい」（項目 3）
と回答した割合が 87.9% と高いことで、英語絵本
の読み聞かせ体験が英語音読に対する意欲に影響
を与えた可能性があると考えられる。

4.2	 読み聞かせへの肯定的な態度形成とその	
要因

　上記アンケート調査結果から、英語絵本を読む
ことや読み聞かせが肯定的に捉えられていること
が読み取れるが、このような肯定的な態度はどの
ように形成されたのであろうか。
　英語絵本を読むことに関し、上記 3.2 で挙げた
記述データ③の 5 つのカテゴリーのうち、「英語
絵本への興味」「英語絵本の読みやすさ・取り組
みやすさ」「英語絵本と英語学習」における複数
の事例から読み取れるのは、英語絵本は、挿絵や
内容に興味をもてること、挿絵があるので直感的
に理解しやすく、英語絵本をとおしての英語学習
は楽しいこと、単語が覚えられ、少しずつ理解で
きるようになることが実感できること、したがっ
て、英語に苦手意識があっても英語絵本を読むの
は嫌ではないことである。英語絵本への興味や英
語絵本の読みやすさは英語学習としての取り組み
やすさに通じており、自ら単語の意味を調べる積
極性も出てきて、絵本を理解しようとする態度が

自然に育まれ、その結果、絵本を読むことへの肯
定的な態度が形成されたと考えられる。
　読み聞かせへの肯定的な態度に関しては、記述
データ③の「読み聞かせ技能」と「読み聞かせへ
の態度」の2つのカテゴリーに見られる事例から、
単語の読み方（発音）、抑揚のつけ方など、母語
とは異なる言語で読む技能面での難しさを感じて
いるが、「棒読み」、「淡々と読むだけでは意味も
伝わらない」ことが体験をとおして実感されてお
り、多くの学生に感情を込めて読もうとする態度
が見られる。英語での読み聞かせは簡単ではない
が、他の人の読み聞かせを聞いて刺激を受け、練
習してうまくなりたい、読み聞かせが上手になっ
て、いつかは子どもを楽しませたい、子どもと一
緒に楽しみたいという気持ちをもつようになって
いる。このような積極的な態度が形成されるの
は、一つには、好きな絵本には「愛情がある」こ
とや自分で選んだ本の面白さや楽しさを聞き手に
伝えたいという思いが影響を与えるからであろ
う。また、「読んでいて楽しかった」「読めたとき
の嬉しさは大きかった」「はじめはただ読んでい
るだけだったが、ほめられたことが嬉しく、頑張
ろうと思えた」など、読み聞かせ体験をとおして
味わった楽しさや嬉しさなどの情動が、自尊心を
高め、また、達成感となって読み聞かせへの意欲
を高めていることも、読み聞かせへの肯定的な態
度形成の要因の一つではないだろうか。

4.3　読み聞かせ技能に関する重要性の認識

　上記 2 で、幼児保育専攻学生が読み聞かせ経験
をとおして「声の大きさ・明瞭さ」「速さ（スピー
ド）」「感情をこめる」「会話の工夫・声を変える」
を重要な読み聞かせ技能として挙げていることに
言及しているが、本調査におけるような英語絵本
の読み聞かせ体験によりどのような読み聞かせ技
能が重要と認識されたのか、記述データ①、②お
よび③に見られる受講生の読み聞かせ行動をもと
に考察する。
　本調査においても、「はっきり・大きな声で読
む」「ゆっくり・間を取って読む」「感情（気持ち）
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表 1　各項目における評定の回答率および平均評定値と標準偏差
（n=33（ ）内の数字は人数を示す）

評定段階
平　均 
評定値

SDよく当て
はまる

当てはま
る

どちらで
もない

あまり当
てはまら
ない

当てはま
らない

英語に関して：

1 英語で読むこと（黙読）は好きであ
る。

24.2%
（8）

24.2%
（8）

27.3%
（9）

21.2%
（7）

3.0%
（1）

3.5 1.18

2 英語を声に出して読むこと（音読）
は好きである。

18.2%
（6）

24.2%
（8）

33.3%
（11）

24.2%
（8）

0.0% 3.4 1.06

3 英語を声に出して読めるようになり
たい。

39.4%
（13）

48.5%
（16）

9.1%
（3）

3.0%
（1）

0.0% 4.2 0.75

4 大学で英語をやり直したい。 30.3%
（10）

27.3%
（9）

36.4%
（12）

3.0%
（1）

3.0%
（1）

3.8 1.02

5 英語は少しでも身につけたい。 45.5%
（15）

39.4%
（13）

12.1%
（4）

3.0%
（1）

0.0% 4.3 0.80

授業を振り返って：

6 英語絵本を読むことに意欲的に取り
組めた。

39.4%
（13）

48.5%
（16）

9.1%
（3）

3.0%
（1）

0.0% 4.2 0.75

7 英語絵本を読むのは楽しい。 57.6%
（19）

33.3%
（11）

6.1%
（2）

3.0%
（1）

0.0% 4.5 0.75

8 英語絵本の読み聞かせは楽しい。 39.4%
（13）

36.4%
（12）

21.2%
（7）

3.0%
（1）

0.0% 4.1 0.86

9 英語絵本の読み聞かせが上手になり
たい。

48.5%
（16）

30.3%
（10）

21.2%
（7）

0.0% 0.0% 4.3 0.80

10 英文を読む速さが速くなった。 33.3%
（11）

33.3%
（11）

33.3%
（11）

0.0% 0.0% 4.0 0.83

11 知らない単語があっても文脈から推
測しながら読むことができるように
なった。

42.4%
（14）

36.4%
（12）

18.2%
（6）

3.0%
（1）

0.0% 4.2 0.85

12 語彙が増えた。 42.4%
（14）

39.4%
（13）

18.2%
（6）

0.0% 0.0% 4.2 0.75

13 英語を読むことに対する抵抗感が以
前より減った。

36.4%
（12）

36.4%
（12）

24.2%
（8）

3.0%
（1）

0.0% 4.1 0.86

14 英語絵本を読むことをとおして英語
学習が楽しいと感じた。

39.4%
（13）

45.5%
（15）

9.1%
（3）

6.1%
（2）

0.0% 4.2 0.85

15 英語絵本を読むのは英語を学ぶのに
よい方法の一つであると思う。

60.6%
（20）

27.3%
（9）

12.1%
（4）

0.0% 0.0% 4.5 0.71

16 英語絵本は今後も読みたい。 45.5%
（15）

42.4%
（14）

12.1%
（4）

0.0% 0.0% 4.3 0.69
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を込めて読む」ことについてその重要性が認識さ
れており、そのほかに、「発音に注意し抑揚をつ
けて読む」「スラスラ読む」「内容理解」「聞き手
を意識して・目を見て読む」「本の持ち方やペー
ジのめくり方」に関して重要性の認識が見られ
た。表 2 は、記述データ①および②をもとにこれ
らの項目を記述件数の多い順に示したものであ
る。
　「感情（気持ち）を込めて読む」は、6 月 17 件、
7 月 9 件、合計 26 件と、その記述件数の多さから、
また、「棒読み」、「淡々と読むだけでは伝わらな
い」、「セリフはその人物が言っているように」

「怒っているときは大きな声で」「悲しいときは小
さな声で」など具体的な記述の多さからも、読み
聞かせの技能として最も重要視されていることが
わかる。一方で、「声の大きさ」は重要な読み聞
かせ技能の一つであるが、「はっきり・大きな声
で読む」に関して記述件数が少なかったのは、5
人ずつの少人数グループで読み聞かせが行われた
ために、声の大きさは特に意識されることがな
かったからであろう。「速さ」に関しては、「ゆっ
くり・間をとって読む」ことが意識されている
が、これは、「意味が分かると読み方の工夫がで
きる」という気づきに見られるように、英文を読
む際に意味の区切り（意味のまとまり＝チャン
ク）を考えて読むことの重要性が認識されている
と言える。

　英語で読むことに関して、「発音に注意し抑揚
をつけて読む」ことおよび「スラスラ読む」こと
に関する記述件数は多く、合わせると 34 件とな
り、英語で読むことの技能に関する重要性の認識
は極めて高い。「スラスラ読む」とは、受講生に
とって「つっかかったり」、「もごもご」読んだり
せず、スムーズに読めることであるが、このよう
な英語の音読スキルへの重要性の認識は、形式的
な音読活動からは生まれにくい。後で述べるよう
に、読み聞かせにおいては聞き手の存在をより強
く意識せざるを得ないので、聞き手に伝わること
への重要性の認識を持つようになることが音読ス
キルの重要性の認識につながっていると考えられ
る。
　「内容理解」の記述件数は、6 月 2 件、7 月 4 件
で、件数としては多くはないが、7 月には、「よ
く内容を理解している本は読みやすい」「内容を
理解しきれていたらもっとよく読めた」など、内
容把握の程度が読み聞かせに影響を及ぼすことが
次第に認識されるようになっている。記述データ
③の「読み聞かせ技能」カテゴリーの事例では、

「気持ちを込めて読むには内容をしっかり理解す
ることが大切」「内容を把握していないと上手な
読み聞かせはできない」など、記述データ②とは
別の事例で 6 件あり、内容理解がよりよい読み聞
かせにつながることへの認識は、表 2 で示された
件数以上に多い。
　内容理解は、他の読み聞かせ技能と関連が深
く、影響を与える項目である。「感情を込めて読
む」ことに関する記述件数は 7 月に半減している
が、これは、感情を込めて読むには内容理解が重
要であることの認識がより高まったことの反映で
はないだろうか。また、「ゆっくり・間をとって
読む」も同様に、記述件数は減少し、7 月には 1
件となっているが、内容理解を深めることで自然
に間をとって読むことや速さの調節ができるよう
になることが認識されてきたことが記述件数に影
響を与えたと考えられる。
　「聞き手を意識して・目を見て読む」ことにつ
いて、その記述件数は合計で 20 件と少なくない。

表 2	 重要性の認識が見られた英語での読み聞かせ	
技能にかかわる項目

重要性の認識が見られた項目 6 月 7 月 合計

感情（気持ち）を込めて読む 17 9 26

聞き手を意識して・目を見て読む 11 9 20

発音に注意し抑揚をつけて読む 8 11 19

スラスラ読む 9 6 15

ゆっくり・間をとって読む 10 1 11

内容理解 2 4 6

本の持ち方やページのめくり方 4 1 5

はっきり・大きな声で読む 3 1 4

（6 月：第 1 回読み聞かせ　7 月：第 2 回読み聞かせ）
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その中身は、「聞き手の目を見て読めなかった」
など 8 件、「子どもにわかるように読みたい」な
ど 7 件、「楽しさや面白さを伝えられなかった」
など 4 件である。いずれも、聞き手に伝わること
の重要性の認識であり、読み聞かせにおける聞き
手の存在が、読み聞かせ行動に影響を与えている
ことを示唆していると考えられる。
　以上のように、学生が読み聞かせをとおして、
読み聞かせ技能に関してその重要性の認識をも
ち、また、読みの技能に対する認識を深めている
ことがわかったが、それは、また、聞き手の存在
を意識することで学生自身の読み聞かせ行動が影
響を受けることを示すものであろう。
　聞き手を意識した絵本の提示技法として「本の
持ち方やページのめくり方を工夫する」ことの認
識も見られるが、記述件数が少ないのは、読み聞
かせ対象が少人数であったことや聞き手がクラス
メートであったことが関係しているためであろ
う。

4.4　まとめと課題

　読み聞かせをとおして影響を受けるのは聞き手
だけでなく、読み手としても影響を受け、読み聞
かせへの肯定的な態度が形成されることは、英語
絵本の読み聞かせという今回の調査でも明らかと
なった。読み聞かせを体験した学生は、読む速さ
や感情を込めて読む表現力など、従来の実践的研
究において望ましいとされてきた読み聞かせの技
能への重要性の認識をもつようになるだけでな
く、聞き手の存在を意識することで聞き手に伝わ
るよい読み聞かせへの認識をもつようになってい
る。このような認識が読みの技能への認識を深
め、読み聞かせ行動に影響を与えていると考えら
れる。また、英語音読スキルや内容理解の重要性
の認識がもたらされたことは、英語学習の観点か
ら、読み聞かせは単なる音読トレーニング以上の
効果があることを示しており、英語絵本の読み聞
かせをとおして行う音読活動の有効性が示唆され
ていると言える。
　本調査の分析・考察に当たっては、受講生の振

り返りの記述をデータとして用いたが、文字テキ
ストデータに含まれる言葉は断片的で、意味を解
釈するには十分でない場合がしばしばあった。学
生自身の振り返る力の弱さにも起因するが、感じ
ていることや学んでいることを意識化し文字化す
る困難さも見られる。よりよいデータを収集する
ためには、学生の振り返る力や言葉で表現する力
をどのようにして引き出すかが目下の課題であ
り、効果的な振り返り支援のあり方を検討し、授
業設計の中に織り込んでいく必要があるだろう。

5．おわりに

　小学校教員を志望する大学生を対象にした小学
校英語活動に関するアンケート調査によると、英
語活動を行う必要性は高いと感じているものの、
自身が教員として実践することへの不安も抱いて
おり、特に英語に否定的な印象を持っている学生
ほどその不安が強いことが指摘されている。ま
た、そのような学生が英語活動の実践のために大
学で学びたいこととして挙げているのは、「総合
的・基礎的な英語力を身につけること」、「英語を
正しく発音できるようになること」、「実際の指導
法について経験的に学ぶこと」、「児童にとって楽
しい授業を行えるようになること」であるという

（名畑目、2014）。
　絵本は、読み聞かせをとおして英語特有の音・
リズム・抑揚などに慣れることができるばかりで
なく、英語の文法構造に意識的にまた無意識的に
触れることができる（樋口他、2013）ので、発音
を含む総合的・基礎的な英語力を身につけるのに
役立つ。また、英語絵本の読み聞かせは、本稿で
示されたように、聞き手に伝わるように読む音読
活動として英語力の向上に効果が期待できるだろ
う。外山（2010）は、読み聞かせは training on 
the job のようなもので、実際に子どもの前で読
むときに初めて、適切な声色や表情を出せるよう
になると思うと述べているが、聞き手である子ど
もを意識してよりよい読み聞かせ目指すことは、
楽しいコミュニケーション活動を行うための素地
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を身につけるためにも有効な活動となるのではな
いだろうか。

《注》

（ 1 ） 有能感とは、桜井（1997）によると、「自分は
できるんだ！」「自分はやろうと思えばできるん
だ！」という気持ちである。

（ 2 ） 2014 年 4 月に実施。アンケートの回答者は 33
名。その他の調査項目：「絵本（日本語）は好き
ですか」（100％）；「英語絵本を読んだことはあり
ますか」（27.3%）
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読み聞かせ振り返り（7月17日） 緊張
はっきり・
大きな声
で読む

スラスラ読む
ゆっくり・
間をとって
読む

感情（気持ち）
を込めて読む

発音に注意
し抑揚をつけ
て読む

内容理解
聞き手を意
識して・目を
見て読む

本の持ち
方/ページ
のめくり方

楽しさ その他

事例 1 たまに、つっかえてしまった。あまり聞いてくれている人の方
を見れなかった。でも、読んでいて楽しかった。他の人のを
聞いていて、英語の発音が良く聞きやすかったリ、文に合わ
せてイントネ－ションを変えていたりしたので見習いたいと
思った。

●たまにつっ
かえた

●他の 人の
発音やイント
ネーションを
見習いたい

●聞いてくれ
る人を見るこ
と が で き な
かった

○読んで
いて楽し
かった

事例 2 今日は、前回の読み聞かせで読んだ本よりも少し難しい本
をえらんだけど少し読み慣れてなかったので、本ばかり目が
いってしまい、面白さを伝えることができませんでした。そこ
に注意して読むことが大事だと思いました。

● 面 白 さ を
伝えることが
できなかった

難しい本
をえらん
で し ま っ
た

事例 3 今日は上手く出来ず、読んでいただけなので、次は、上手く
表現込めて読みたい。だから、読みに来ます。

●ただ読んで
いただけ

事例 4 今日は感情を込めたりすることができなかったです。少し
つっかかったけど読めた。今度は子どもたちの前で、表現を
つけて読みたいです。

△少しつっか
かったけど読
めた

●感情込めて
できなかった

子どもの
前で読み
たい

事例 5 ２回目なので前回よりも落ち着いて読むことができました。
若干、気持ちを込めることを意識しながら読みました。しか
し、やっぱり、まだまだということもあらためて実感しました。
もう一度チャレンジしてもっと周りを見ながら読めたらと思い
ました。

○落ち着
いて読め
た

△気持ちを込
め る こ と を 意
識しながら読
ん だ が 、まだ
まだ

△もっと周り
を見ながら読
めたらと思う

事例 6 もっと身振り手振りを加えたり、もっとうまく単語を強調できた
んじゃないかと思いました。今回の読み聞かせは子供向け
の発表ではなかったと思います。よかったところは、家で練
習をしたので、スラスラ読めたし、スムーズに読めたし、今ま
でより全然うまくよむことができました。

○スラスラ、
ス ム ー ズ に
読めた

△もっとうまく
単 語 を 強 調
できたんじゃ
ないか

△もっと身振
り手振りを加
えたりできた

練習した
のでうま
くなった

事例 7
事例 8 読み聞かせのテストをした時に、2分という時間の中で読み

終えることができなかったことと、読んでいて、周りの聞いて
くれている人の顔を見なかった。本の所ばかり見てやってい
たので周りの反応も見ながらやりたいと思った。

●聞いてくれ
て い る 人 の
顔を見なかっ
た

周りの反
応を見な
がらやり
たい

事例 9 今日気づいたことは、自分はまだまだだと思いました。なの
で、城一先生ともう少しワンマンで練習したいと思います。な
ので、自分でもしっかり練習の意味を持ちたいです。

まだまだ

事例10 ただ文字を読むだけでならなくて良かった。もっと聞いている
人の表情をみれば良かった。錦戸さんの発表がすばらし
かった。発表がネイチィブの人みたいだった。自分もあんな
英語いってみたいなと思いました。

○ た だ 文 字
を 読 む だ け
にならなくて
良かった

△もっと聞い
て い る 人 の
表 情 を み れ
ば良かった

発 音 の
いい人を
見習いた
い。

事例11
事例12 絵本を感情を込めて読むことができなかった。単語を間違え

て読んだ。子供むけに読めなかった。
●感情を込め
て読めなかっ
た

● 単 語 を 間
違えた

● 子 供 向 け
に 読 め な
かった

事例13 発表をやってあまり発音ができなかったので次回でリベンジ
する。

● 発 音 が で
きなかった

資料 1　事例―コード・マトリクス（記述データ①）

資料 2　事例―コード・マトリクス（記述データ②）

読み聞かせ振り返り（6月26日） 緊張
はっきり・
大きな声
で読む

スラスラ読む
ゆっくり・
間をとって
読む

感情（気持ち）
を込めて読む

発音に注意し
抑揚をつけて
読む

内容理解
聞き手を意
識して・目を
見て読む

本の持ち
方/ページ
のめくり方

楽しさ その他

事例 1
事例 2 皆の前で本を読むことは始めてだったので、正直少し緊張しました。本

のレベルは丁度いいと思いました。次からはもっとスラスラと感情を込
めて読めるようにもっといっぱいいっぱい読んでいきたいと思う。

● 少 し 緊
張した

●スラスラ読
めるようにし
たい

●感情を込め
て読め る よう
にしたい

た く さ ん 読 ん
でいきたい

事例 3 もっと元気よくやりたい。 ● 元 気 よ
くやりたい

事例 4 最後まで読めなかったとあまり心を込めて読めなかった。このできな
かったことをできるようにになりたい。

●心を込めて
読めなかった

できなかった
ことをできるよ
うになりたい

事例 5 だれかに本を読み聞かせることがどれだけ難しいことなのかがよく分
かった。あまりスラスラと読むことができず、途中でつまったりしてし
まった。もう少しスラスラとゆっくり読むことができればなと思いました。

●スラスラ読
むことができ
なかった

●ゆっくり
読 む こ と
できれば

●誰かに読
み 聞か せる
ことは難しい

事例 6 今日は初めての読み聞かせで、大分緊張してしまって舌がうまく回ら
なかったり、読むペースが少し早くなってしまいました。10秒あまり速
かったのが次の課題だと感じました。YLレベルをもう少しあげてみる
か、語数の多いものに挑戦しようと思いました。でも、今日は感情を込
めて読むことができたし、絵の多いページは少し止めたりして工夫して
読むことができたので、もっともっとみがきをかけようと思いました。そ
れと声も大きな声で読みたい。

● 緊 張 し
た

● 大 き な
声 で 読 み
たい

●舌がうまく
回らなかった

● 読 む
ペ ー ス が
速くなった

○感情を込め
て読むことが
できた

○ ペ ー ジ
を 少 し 止
め た り 工
夫できた

ＹＬレベルをあ
げるか語数の
多い本に挑戦
したい。もっと
磨きをかけた
い

事例 7 練習した成果を発揮できたと思う。ティニーが歩いてくる音、ティニーが
なめる音の効果音が難しくて自信なくやってしまった。効果音のところ
はできなかった。まだ少し恥ずかしがてる所があったから恥ずかしなら
ずに読めるようになりたい。でも、楽しく読むことができたことはすごく
よかった。

●恥ずか
しがるとこ
ろ が あ っ
た

●歩い てくる
音、なめる音
な ど が 難 し
かった

○楽しく読
む こ と が
できた

事例 8 読み聞かせは少し緊張したけど、思ったより楽しくてやっているうちに
緊張もほどけた。はっきり言えてできたと思う。セリフの部分はその人
物が言っているようにやりたいなと思った。練習するぶんだけちゃんと
できるから、発声とかも先生に考えてもらって何度もやっていこうと
思った。他の人のもみててすごい上手だった。見ていて楽しかった。

●緊張は
したけど、
や っ て い
るうちに緊
張 も ほ ど
けた

○はっきり
言えた

●セリフはそ
の人物が言っ
て い る よ う に
やりたい

●発音を見ても
らいたい

○ 思 っ た
よ り 楽 し
かった

他の人が上手
だ っ た 。 見 て
いて楽しかっ
た。

事例 9 自分の読み聞かせはまだまだと思いました。なので次からはもうちょっ
と意識を高く読みたいと思います。授業中はもう少ちといっくに授業を
受けたく思います。

まだまだ

事例10 読めない単語が出てきてしまった。長かったので調べはぐりました。ま
た読む本を間違えました。長く自分には難しかしすぎました。感情を入
れることができませんでした。どういう所で感情をいれたらよいのかわ
かりませんでした。

●感情をいれ
る こ と が で き
なかった。

●読め な い 単
語があった

自 分 に は 長
く 、 難 し す ぎ
た。

事例11 みんなに絵を見せながら話すのが難しかった。とても緊張して今まで
できてきたことができなくなってた。読めてた単語も読めなくなったし、
できるだけゆっくり読もうとしているのにどうしても速くなってしまった。
でも、自分なりに感情をこめて読むことができたと思う。少し恥ずかし
かったけど。２分で読み切れなくて最後までいけなかったから、みんな
に、この本を読んでほしいと思うくらいこの本に愛情があります。

● と て も
緊 張 し て
で き て い
たことがで
き な か っ
た

△ゆっくり
読もうとし
て い る の
に速くなっ
てしまった

○自分なりに
感情を込めて
読むことがで
きた

● 読 め て い た
単語が読めな
かった

● 絵 を 見
せ な が ら
話す のが
難 し か っ
た

自分は最後ま
で読めなかっ
たが、本には
愛情がある

事例12 できたことは、ちゃんと単語が読めたことです。できなかったことは、抑
揚をしてて読めなかったことです。できなかったことは、子供むけじゃ
ないなと思いました。（読む態度）できるようになりたいことは、うまく読
めるようにしたいです。

●ちゃんと単語
が読めたが、抑
揚をつけること
ができなかった

● 子 ど も 向
け に 読 め な
かった

うまく読めるよ
うになりたい。

事例13 今日は読み聞かせをして、ナレーションをつけて子供が楽しめる空気
をつくりました。次は、もっとレベルの高い本をよんでもっとナレーショ
ンをいれていきたいと思います。

○ 子 ど も が
楽 し め る 空
気をつくった

も っ と レ ベ ル
の高い本を読
みたい。
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振り返り（7月24日） 英語絵本への興味
英語絵本の読みやす

さ・取り組みやすさ
英語絵本と英語学習 読み聞かせ技能 読み聞かせへの態度

事例 1 私は、english lr reading１の授業を通して、こういう授業がなければ、英語の絵
本なんて読むことはなかったと思うので、先生の授業があって良かったなと思
いました。英語の絵本だから、難しいんじゃないかと思っていたけど、読んでみ
たら、意外と読めたり、読めなくても絵があるから、読めたりして楽しかったで
す。また、読めない、知らない単語があると、普通だったらスルーしていたけ
ど、読めなかったり、わからなかったら、調べると言われ調べていたから、そう
いう習慣もついたし、少し単語も覚えたりできました。授業で、読み聞かせの練
習をして、あまりできなかったけど、子ども向けということもあり、そんなに難しく
もなく、とても楽しかったし、他の人のも聞けてすごく勉強になりました。私が、
幼稚園・保育園に行った時に、先生にアドバイスしてもらったり、友達の良かっ
たところを真似て読み聞かせの時間があれば、是非子どもたちに英語の本を
読んであげ一緒に楽しみたいと思いました。

こういう授業がなけれ
ば、英語の絵本なん
て読むことはなかっ
た。

意外と読めたり、読め
なくても絵 があ るか
ら、読めたりして楽し
かった。

知らない単語がある
と 、普 通 だ っ た ら ス
ルーしていたけれど、
単語を調べる習慣が
ついた。単語も覚えら
れた。

あまりできなかったけ
ど、子ども向けの絵
本でそんなに難しくも
なく、とても楽しかった
し、他の人のも聞けて
すごく勉強になった。
友達の良かったとこ
ろを真似て、是非子
どもたちに英語の本
を読んであげ一緒に
楽しみたい。

事例 2 英語の絵本を読むことはこの授業が初めてで最初は内容がよくわからなかっ
たけど、本文をただ読むのではなく、絵を見ながら読むことで多少英語が読め
なくても本の内容がしっかりと頭の中に入ってくるんだと気づくことができたの
はいい経験だと思う。ただ英語を読むだけだから簡単そうに思えるかもしれな
いが、強弱（アクセント）のつけ方や感情の込め方が日本の絵本とはちがうの
で難しいと思った。これからもっと自分のレベルを上げていくにはもっとたくさん
の英語の絵本を読むことが大事だと思った。そうすることで、自然と読んでいる
ときに感情が込められるようになると思ったからです。また、この英語の絵本を
読むことで身につけたことは、これから自分が幼稚園や保育園に実習へ行っ
た際にも十分役に立つと思いました。授業以外の場面でも本を読む機会を
作っていきたいです。やはりこれからの時代は英語能力も必要とされるのでこ
ういった授業で慣れていくことが大事だと思いました。

絵を見ながら読むこと
で多少英語が読めな
くても本の内容がしっ
かりと頭の中に入っ
てくるんだと気づくこと
ができた。

これからの時代は英
語能力も必要とされ
るのでこういった授業
で慣れていくことが大
事。

強弱（アクセント）のつ
け方や感情の込め方
が日本の絵本とはち
がうので難しい。もっ
とたくさんの英語の絵
本を読むことが大事。
そうすることで、自然
と読んでいるときに感
情が込められるよう
になると思った。

この英語の絵本を読
むことで身につけたこ
とは、これから自分が
幼稚園や保育園に実
習へ行った際にも十
分役に立つと思う。授
業以外の場面でも本
を読む機会を作って
いきたい。

事例 3 私は「Ballrina Princess」の、読み聞かせをして自分もまたDANCEを始めたくな
りました。タンタンと読み聞かせをしてしまったのですが、読み終わったあと
もっと楽しく、リズムを刻んだり、少しDANCEをしたり、すればもっといい読み聞
かせができたのではないかと思いました。聞いてるほうも楽しんで飽きずに聞
いてくれるのではないかと、考えられます。この本は、私が大好きな、DANCE、
シンデレラ、リトルマーメイド、眠りの森の美女、白雪姫、美女と野獣と可愛くて
大好きなDisney princessも、登場してきます。Princessたちが、それぞれ大好
きな人たちと大好きなDANCEを踊っている姿は、とても魅力的です。見ててす
ごく幸せな気持ちになりました。自分も大スキな人と一緒に大好きなDACEを踊
りたいなと思いました。子どもたちにも、読んであげたいなとおもいました。そ
のためにこれから沢山練習をして、読み聞かせのプロになりたいと思います。
また、恥ずかしさが、入っているのでそれを取り除けたらいいなと思います。

眠りの森の美女、白
雪姫、美女と野獣と
可 愛 く て 大 好 き な
Disney princess た ち
が、それぞれ大好き
な人たちと大好きな
DANCEを踊っている
姿は、とても魅力的。
見ててすごく幸せな
気持ちになった。

英語は苦手なので英
語の絵本を取り入れ
ると楽しくなることが
わかりました。英語で
絵本をよむことに最
初 は 抵 抗 が あ っ た
が、だんだんと単語
がわかったりすると少
しスムーズに読むこと
もできた。

タンタンと読み聞かせ
をしてしまった。読み
終わったあともっと楽
しく、リズムを刻んだ
り、少しDANCEをした
りすればもっといい読
み聞かせができたの
ではないかと思った。
恥ずかしさを取り除け
たらいいなと思う。

子どもたちにも、読ん
であげたいなと思っ
た。これから沢山練
習をして、読み聞か
せのプロになりたい。

事例 4 英語で絵本をよむ体験をして、私は中学生のときから英語は苦手でだけど読
めるように話せるようにはなりたいとおもっていました。私は英語で絵本をよむ
ことに最初は抵抗しましたがだんだんと単語がわかったりすると少しスムーズ
に読むこともできました。また、わからなかった単語をしらべて意味をしったり
発音がわからなかったら友達などにきいてよむのが少し楽しくなりました。読み
聞かせでは初めてみんなの前でやったので緊張してうまくはなせなかったり、
感情をこめてなかなかよめなかったりしました。次もし、読み聞かせがまたでき
るのであれば今度は緊張しないでリラックスして子どもたちにきかせられるよう
にしたいです。この体験を通じて少し英語が好きになりました。英語は苦手な
のでこういった英語の絵本を取り入れたりゲームや歌を取り入れたりすると楽
しくなることがわかりました。子どもたちとこういう風にするともっと楽しく覚えら
れるのではないかとおもった。もっと日本の有名な絵本の英語ものやかわい
い絵本などをよみたいとおもいました。卒業までに苦手が得意になるようにま
た、少しでもしゃべれるようになりたいです。

日本の絵本の英語版
やかわいい絵本をよ
みたい。

わからなかった単語
をしらべて意味をしっ
たり発音がわからな
かったら友達などに
聞いて読むのが少し
楽しくなりました。

緊張してうまくはなせ
なかったり、感情をこ
めてなかなかよめな
かったりしました。

次は、緊張しないでリ
ラックスして子どもた
ちに聞かせられるよう
にしたい。

事例 5 私は最初はひたすらに絵本を読むほうをやっていました。英語の絵本は初め
てでしたが、絵があるとこんなにも内容理解がしやすいんだな。と思いました。
日を追うごとに、読んで理解するスピードも速くなりました。一回の授業で多い
日で2000語、少なくとも1000語も読めるようになり自分はとても成長できたなと
思いました。そして普段の英語の勉強ではなかなか触れることのできない、子
ども向けの英語表現などもとても勉強になりました。声に出して読むという練
習の時は、私は最後の方しか城一先生と読む練習をしてなかったことに後悔
しました。自分ではただの音読にしかなっていなかったことを教えてもらい、最
初は本当に早く読むことと単語を正確に読むことだけというふうになっていまし
た。でも、城一先生の指摘をうけ、子どもにうける読み方、強弱のポイント、強
調する時のポイントを教えてもらいとてもよく読めるようになりました。特に私が
勉強になったのは、今までは強く読むところは大きい声で強調していたのです
が、実際絵本を読むときの強調は少し他の単語より長く読んで強調するという
ことです。前期の授業を通して、最初は絵本読むのなんて簡単だと思っていた
のですが実際読んでみると全然駄目でしたが、毎回読むごとに語彙も増えた
し読み方も最初と全然変わりました。授業の受け方も、回数を追うごとに絵本
を読むことにとても楽しさを覚えました。

絵があると内容理解
がしやすい。

普段の英語の勉強で
はなかなか触れるこ
とのできない、子ども
向けの英語表現など
もとても勉強になりま
し た 。 日 を 追 う ご と
に、読んで理解する
スピードも速くなり、
一回の授業で多い日
で2000語、少なくとも
1000語も読めるよう
になり、自分はとても
成長できたと思いまし
た。

最初は早く読むこと、
単語を正確に読むこ
とだけ。子どもにうけ
る読み方、強弱のポ
イント、強調する時の
ポイントがわかり、よ
く 読 め る よ う に なっ
た。

絵本を読むのなんて
簡単だと思っていた。
実際読んでみると全
然駄目だったが、回
を追うごとに絵本を読
むことにとても楽しさ
を覚えた。

事例 6 今回初めて英語の絵本を読んでみて始めは単語の意味を理解するのだけで
精一杯で楽しさや話のオチが全くといっていいほどわかりませんでした。正直
始めは、楽しくなかったし、絶対読めるようにならないと思っていました。でも、
わからない単語を調べたり先生に聞いたりして、読んでいくうちに絵本の楽しさ
を知ることができました。また、単語を調べることによって新しい単語や、忘れ
ていた単語を知ることができ、とてもいい機会になりました。読み聞かせは、単
語を知っていても読み方がわからないものが多くてとても苦労しました。簡単
なものから読んでいって読めた時の嬉しさはすごく大きかったし、とてもいいも
のを得れたなと思いました。この読み聞かせ、絵本読みを通して英語がまた好
きになりました。最初は楽しくないなと思っていたけど回数を重ねるごとに理解
できるものが多くなってとても楽しくなりました。読み聞かせは恥ずかしかった
けど感情をいれたらすごく楽しかったです。この経験を活かし今後に繋げてい
きたいです。

絶対読めるようになら
ないと思っていたが、
読んでいくうちに絵本
の楽しさを知ることが
できた。

初めは単語の意味を
理解するのだけで精
一杯で楽しさや話の
オチが全くといってい
いほどわからなかっ
た。最初は楽しくない
なと思っていたけど回
数を重ねるごとに理
解できるも のが 多く
な っ て と て も 楽 し く
なった。

単語を調べることに
よって新しい単語や、
忘れていた単語を知
ることができ、とても
いい機会になりまし
た。絵本を読むことを
通して英語がまた好
きになりました。

読み聞かせは、単語
を知っていても読み
方がわからないもの
が多くて苦労した。

読めた時の嬉しさは
すごく大きかった。こ
の経験を活かし今後
に繋げていきたい。

事例 7 英語にあまり興味もなかったしどちらかといえば英語は苦手な方だったので、
英語の本なんて絵本でさえ読んだこともなかったけど、授業のなかで読んでみ
てどんな簡単な単語で短い文でも楽しいと感じることができました。最初の頃
は同じシリーズのものばかり読んでいて、知っているキャラクターやアニメのも
のもみたことあるから読まなくてもわかると思っていました、だけど日本の文で
読むのと英語の文で読むのとは全く違う新鮮さがありました。いろんな絵本が
たくさんあるので飽きなくて面白いです。わからない単語ができても絵から読
み取ることもできたりするけれど、それを調べて学んで、その単語が違う絵本
から出てきて読めたときは嬉しかったです。まだまだ自信もなくてＹＬレベルも
なかなか上がらないけれどもう少し英文が読めるようになりたいと思えてきまし
た。読み聞かせのときも緊張したけど楽しく読み聞かせることができました、た
だもっと読んでる人の顔を見ながら読もうと思いました。

知 っている キャ ラク
ターやアニメのものは
読まなくてもわかると
思っていたけれど、英
語で読むのは全く違
う新鮮さがあった。い
ろんな絵本がたくさん
あるので飽きなくて面
白い。

絵本は読んだことも
なかったけど、簡単な
単語で短い文でも楽
しいと感じることがで
きた。

英語にあまり興味も
なかったしどちらかと
いえば英語は苦手な
方だった。わからない
単語は絵から読み取
る こと も で き る け れ
ど、それを調べて学
んで、その単語が違
う絵本から出てきて
読めたときは嬉しかっ
た。

読んでる人の顔を見
なが ら 読 も う と 思 っ
た。

緊張したけど楽しく読
み聞かせることがで
きた。

資料 3　事例―コード・マトリクス（記述データ③）


